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人口 と面 積( 元年111)
世 帯241719
人 口642449 人
男326, 581 人
女315, 868 人

面 積5325km2
人囗密度12065 人/ km2
〈毎 月5 日、15日 、25日 発行 〉

地
域

の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
が
誕
生

保木間
せせ

らぎの
道

区では、水と緑の豊かなまちづくりを
目指して親水緑道の鍵憫を進め ていま
す。その一環としてF 保木間せせらぎの
道」がこの11月に完成しました。また関
連施般とし整備していた元渕江公圜も、12
月中甸に工● が完了する見込みです。

7工渕江公園入口の嚊水モ ユメント

水
、緑
、公
園
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

竹
ノ
塚
駅
東
囗
か
ら
駅
前
通
り

を
真
つ
匱
ぐ
、
歩
い
て
約
2
0分
。

け
や
き
並
木
と
、
馬
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
道
し
る
ぺ
が
目
に
止
ま
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
が
「
保
木
閧
せ
せ

ら
ぎ
の
道
」。

こ
の
親
水
緑
道
は
、
保
木
閧
一

・
二
丁
目
に
か
け
て
L
字
形
に
曲

が
っ
た
道
で
全
長
約
1
冫
靆
。
歩

道
を
、
約
3
び
と
広
く
し
、
歩
道

の
両
厠
に
は
水
路
(
水
深
0
2ご
、

輻
0
5む
)
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
水
路
に
は
。
元
渕
江
公
園

内
の
池
の
水
を
浄
化
設
備
で
き
れ

い
に
し
た
も
の
を
流
し
て
い
ま

す
。水

路
に
流
れ
た
水
は
、
流
末
で

道
路
下
の
管
を
通
つ
て
ポ
ン
プ
室

へ
、
そ
し
て
再
び
池
に
。
こ
の
池

を
利
用
し
た
循
環
方
式
は
、
区
で

叨
め
て
の
試
み
で
す
。
目
に
見
え

な
い
場
所
に
も
、
新
し
い
方
式
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
路
沿
い
に
2
0

間
隔

で
埋
め
ら
れ
て
い
る
陶
板
に
は
、

ふ
な
や
こ
い
な
ど
1
0糧
類
が
実
物
'

に
近
い
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の
教
材
と
し
て
も
役
立

つ
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
と
り
の
空
間
で
生
活
に
変
化

元
渕
江
公
園
を
整
備
中

ホ
タ
ル
の
養
殖
や
春
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
元
渕

江
公
菌
も
保
木
間
観
水
緑
道
整
備

の
一
環
と
し
て
改
修
し
て
い
ま

す
。緑

道
に
接
す
る
2
ヵ
所
の
出
入

囗
に
は
、
子
ど
も
と
勳
物
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
も
の
と
、
自
然
の
岩
を

基
調
に
し
た
噴
水
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
設
置
。
ま
た
、
花
壇
や
柬
屋
な

ど
も
で
き
ま
す
。

こ
の
改
修
工
事
が
完
了
す
る

と
、
こ
の
周
囲
一
帯
は
、
せ
せ
ら

ぎ
を
楽
し
ん
だ
り
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

デ
ー
ト
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
散
策

な
ど
に
利
用
で
き
る
、
う
る
お
い

と
ゆ
と
り
の
空
間
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

-
晴 れ た 日は 家 族 そろ って の 散 策 コ ー ス に

最 適 で す

交
通
案
内

保
木
間
せ
せ
ら
ぎ
の
遵
都
パ
ス
　

北
干
庄
駅
-
足
立
膺
掃
工
場
間
　

(竹
ノ
塚
駅
経
由
)
保
木
閧
一

丁
目
下
車
徒
歩
1
分
、ま
た
は

竹
ノ
塚
駅
東
囗
か
ら
徒
歩
2
0分

※
元
渕
江
公
菌
も
同
パ
ス
停
か
ら

徒
歩
5
分
で
す
。

馬をイメージした遭しるベ

区
関
係
で
1
3人
が
受
章

平
成
元
年
秋
の
叙
勲・
褒
章

平
虞
元
年
秋
の
叙
勲
者
お
よ

ぴ
褒
章
者
が
発
表
さ
れ
、区
関

係
で
1
3人
の
方
々
が
睛
れ
て
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、区
で
は
、1
1

月
2
7日
に
叙
勲
者
、褒
章
者
を

招
き
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
ヘ

の
功
労
に
対
し
惑
謝
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。

今
回
、
叙
勲
お
よ
び
褒
章
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。(敬
称
略
)

・
叙
勲
者

▽
石
垣
總
一
(
7
0歳
)
…
勲

四
等
瑞
宝
章
・
議
院
譬
察
業
務

功
労

▽
瀬
戸
四
郎
(
7
0
歳
)

・
:勲
四
等
瑞
宝
章
・
会
計
検
査

亊
務
功
労

▽
渡
邉
孔
夫
(
7
0

歳
)
・・・
勲
四
等
瑞
宝
章
・
教
育

功
労

▽
吉
田
小
重
郎
(
7
4歳
)

…
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
地
方

自
治
功
労

▽
北
原
康
弘
(
7
9

歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章
・
教
育

功
労

▽
星
野
錦
吾
(
6
8
歳
)

・・・
I
(
等
単
光
旭
日
章
・
消
防

功
労

▽
木
村
正
作
(
7
1
歳
)

・
:勲
六
等
瑞
宝
章
・
警
察
功
労

▽
青
木
泉
(
7
1
歳
)
…
勲
七

等
青
色
桐
葉
章
・
警
察
功
労

▽
灣
水
武
彦
(
6
6
歳
)
・
:勲
七

等
瑞
宝
章
・
庁
務
功
労

・
褒
章
者

▽
佐
藤
春
松
(
6
0
歳
)
・・・
黄

綬
褒
章
・
業
務
精
励
(
家
具
製

造
業
)

▽
安
藤
艮
子
(
内
厩

桂
子
)
(
6
6

歳
)

・
・・
紫

綬

褒

章

・

芸

術

文

化

功

績

▽

大

内

繁
　
(
6
6

歳
)

・
:
藍

綬

褒

章

・

保

健

衛

生

功

績

▽

鈴

木

又

右

衛

門
　
(
6
0

歳
)

・
:
藍

綬

褒

章

・

龠

廈

事

業

振

興

功

績

八

本

庁

舎

・

総

務

課

▽

フレッシュ情報発信中
あいネ ット21 加入者募集

冒

の
お
知
ら
せ
」
か
ら

「
株
価
倩
報
」
ま
で
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
空
き
状
況
を
圃

面
で
見
、
そ
の
場
で
電
話
予

約
で
き
る
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

」。あ
な
た
も
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。般

置
工
事
費
用
や
申
込
方

法
な
ど
く
わ
し
く
は

、
広
報

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
閥
合
せ
先

本
庁
舎

・
広
報
課

s
8
8
2
1
1
1
1
㈹

区
議
会
第
4
回
定
例
会
開
く

1
2月
5
日
か
ら

区
巖
会
第
4

回
定
例
会

(本
会
巖
)
が
次
の
日
程
で

閲
会
さ
れ
ま
す

。

▽
1
2月
5
日
、
午
後
1

時

▽
1
2月
6
日
、
午
前
1
0
時

▽
1
2月
2
1日
、
午
後
1

時

※
本
会
艤
は
、
ど
な
た
で
も

傍
聰
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
区
議

会
事
筋
局

靦
1
1
1
1

㈹
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平 成
元年 度 各

会 計予
算 執

行状況
公
表
し
ま
す

区
の
家
計
簿

平

成

元
年
度

上
半
期
財
政
状
況

区
の
財
政
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状

況
を
毎
年
2
回
(
6

月
、1
2月
)
公
表
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、平
成
元
年
度
上
半
期
(
4

月
I
9

月
)
の
予
算
の
執
行
状
況
等
に
つ
い

て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
財
政
状
況
の
公
喪
に
お
け
る
図
表
は
、
平

成
元
年
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)

一 時 借 入 金
元年度上學期( 4月1日～9月30日) には、

借り入れはありませんでした。 特別区債の現在高
区の施設、遭路、公菌などの大規横な礁設事業等には、
一時的に多額の財源を必旻とするため、その財源補充1こ区
が長期|こわたつて借り入れた員金の状況です。区有財産の現況

平
成
元
年
度
上
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
湯
河
原
区
民
保
養
所

「
あ
だ
ち

荘

」
オ
ー
ブ
ン

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
は
な
は
た

」「
紫
磨
園

」オ

I
ブ
ン

▽
「
叨
原
千
草
園
」
オ
ー
プ
ン

▽
ヨ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
」(住
環

境
整
備
モ
デ
ル
事
業
)
完
改

▽
「
あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
よ
　

ス
タ
ー
ト

▽
起
震
車
「
震
太
く
ん
」
購
入

▽
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

▽
大
谷
田
・
谷
中
、
東
綾
瀬
庄
区

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

▽
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

施
▽
中
学
校
移
勦
美
術
館
用
絵
画
晴

入
財 政状況 につい ての
問い合わせは

本庁舎・予算課
882- 1111 ㈹ヘ

今 年 了月に オープ ンした湯河原あ だち荘

進めます　安心して住めるまちづくり
1
2月
補
正
予
算

1
2月
閧
催
の
第
4
回
区
議
会
定

例
会
に

、
一
般
会
計
の
補
正
予
算

(
4
7億
3
千
鯏
万
円
余
)
を
提
案

し
ま
す
。

こ
の
予
算
に
は

、
大
震
火
災
防

止
対
策
の
た
め
の
大
型
消
火
器
の

地
域
配
爾
、
小
学
校
金
管
パ
ン
ド

用
楽
器
購
入

、
小
学
校
移
勳
美
術

館
絵
画
喟
入
な
ど
が
盜
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

・

大
震
火
災
防
止
対
策
・
大
型
消

火
器
の
地
域
配
備

区
で
は
、
区
民
の
安
全
を
図
る

た
め
、
各
町
会
・
自
治
会
に
大
型

消
火
器
を
計
圃
的
に
配
爾
し
て
い

ま
す
。

目
襟
は
千
7
5本
。
現
在
配
備
を

進
め
て
い
る
Ⅲ
本
を
合
わ
せ
る
と

年
度
内
に
8
5
0本
と
な
り
ま
す

。

今
回
、
こ
の
計
画
を
早
め
る
こ

と
に
し
、3
千
6
5
5万
円
を
計
上
し

て
残
り
2
2
5本
全
部
を
今
年
度
中
に

配
爾
し
ま
す
。

・
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
用
楽
器
の

購
入小

学
生
の
音
楽
教
育
の
振
興
の

た
め
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

、ア
ル
ト
ホ

ル
ン
等
を
購
入
し
ま
す
。

そ
の
経
費
と
し
て
千
9
7
8万
円
余

を
計
上
し
ま
し
た
。

・
小
学
校
移
動
奬
術
館
の
絵
画
購

入
平
成
2
年
度
に
実
厖
す
る
小
学

校
移
勳
美
術
館
に
使

用
す
る
復
製
固
を

、8
0

点
晴
入
し
ま
す

。

そ
の
経
費
と
し
て
8
9
0

万
円
を
計
上
し
ま

し
た

。

※
こ
の
ほ
か

。
職
與

の
紿
与
費
(
9

億
6

千
万
円
余
)
、庁
舎
建

設
資
金
襖
立
金
(
3
0

億
円
)
、公
園
用
地
晴

入
費
(
1

億
了
千
万

円
余
)
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

A
予
算
課
V

大型消火器を完全配備。災害に備えます

区民1 人当たりの区税負担額と区支出額

く

ら
し
の

情報

消
費
者

試
し
て
み
ま
せ
ん
か

身
近
な
テ
ス
ト

台
所
用
洗
剤

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
台
所
用
洗
剤
、
便
利
で
す
が

野
粟
や
食
器
に
残
留
し
て
体
内

に
と
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。今
回
は
洗
剤
の

残
S
性
と
、
食
器
の
汚
れ
落
ち

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
1
2
月
1
2日
(
木
)
、午
後

1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー
テ
ス

ト
室
(
無
料
)

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
2
0
人
(
先
善
順
)

内
容

台
所
用
洗
剤
の
残
留
哇

と
汚
れ
落
ち
テ
ス
ト

※
エ
プ
ロ
ン
、テ
ス
ト
し
て
も

ら
い
た
い
食
器
を
持
参
。

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

　
伽
5
3
8
5

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭

国
民
宿
舎
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
を
対

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
事
業
を
吁
っ
て
い
ま
す
。
冬

休
み

、
親
子
そ
ろ
っ
て
の
宿
泊

旅
行
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

熱
暦
・
日
光
・
河

口
湖
な
ど
1
0力
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し

、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担
)
、年
度

内
2
泊
ま
で

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ

※
母
子
年
金
・
児
童
扶
養
手
当

証
S

、
育
虞
手
当
支
払
通
知
S

な
ど
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
ま
た
は
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

豐
8
8
2
1
1
1
1㈹

老
人
福
祉
手
当
の

支
払
い

1
2月
期
(
8

月
分
か
ら
い‥月

分
ま
で
)
の
老
人
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

今
月
2
5日
ご
ろ
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持

参
の
う
え
、
区
に
お
届
け
の
金

殿
機
関
で
お
受
取
り
く
だ
さ

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

年
金

お
済
み
で
し
ょ
う
か

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
は
。お
と
し
よ
り

に
な
っ
た
と
き
の
ほ
か
、
障
害

者
や
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き

に
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
必
ず
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

▽
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
自

営
業
者
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

で
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
で
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満

の
方

ま
た
学
生
や
厩
外
居
庄
の
日

本
人
の
方
な
ど
は
希
望
に
よ
り

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は

国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

　
膕
5
1
5
1

教

育

外
国
人
の
方
は
入
学

申
請
の
手
続
き
を

来
年
4
月
に
区
立
小
学
校
に

入
学
を
希
望
さ
れ
る
外
国
人
の

方
で

、
ま
だ

、
入
学
甲
蹟
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
印

か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登

録
証
明
証
(
手
帳
)
を
持
参
し
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

本
庁
舎
・
学
事
第
一

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

お
知
らせ

口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ん
と
手
間

が
は
ぶ
け
ま
す

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
、
便
利
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
度
手
続
き
が
済
む
と
、
自

動
的
に
口
座
か
ら
納
付
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
納
期
の
違

う
お
金
が
、納
め
忘
れ
も
な
く
、

安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
S
を

持
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る
銀

行
、信
用
金
市

、信
用
變
-
、

農
協
、
ろ
う
き
ん

※
区
役
所
担
当
課
(
中
央
本
町

庁
舎
内
)
、お
近
く
の
区
民
事
務

所
で
も
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・・・
納
税
課

　
巍
5
　
1
0
1

▽
国
民
健
康
保
険

料
・
:
国
民
健
康
保
険
課

　

8
8
0
5
1
3
3

▽
国
民
年
金

保
険
料
・
:国
民
年
金
諜

　

8
8
0
5
1
6
1

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
が
で
き
ま
せ
ん
。届

け
出
に
は
、
建
築
確
認
S
一
式

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

8
8
0
5
0
3
1

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

　
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
塵
課
助
成
係

8
8
0
5
2
0
8



1989 年( 平成元年) 12 月5 日 あ だ ち 広 報 第846 号( 3)

援
助
協
力
員
事
業

あ
な
た
も
モ
デ
ル
地
区

協
力
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

「
元
気
な
と
き
手
助
け
を
し
、

必
要
な
と
き
手
助
け
を
受
け
る
」

援
助
協
力
員
事
業
は
、
地
瞿
の

方
た
ち
で
お
互
い
に
支
え
あ
う
、

会
員
制
の
有
料
・
有
償
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
亊
業
で
す
。

平
改
2
年
4
月
か
ら
(
仮
称
)

「
福
祉
公
社
」
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
区
で
初
の
試
み
な

の
で
、
モ
デ
ル
地
区
(
図
1
)
で

―
年
関
実
施
し
、
平
或
3

年
4
月
か
ら
区
全
域

で
実
施
し
ま
す
。

現
在
、
こ
の
モ
デ
ル

地
区
内
の
協
力
会
貝
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
(
サ
ー
ビ

ス
提
裝
の
場
合
)
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

協
力
会
員
年
会
費

千

旛
円

協
力
謝
礼

利
用
会
貝

が
負
担
す
る
利
用
料

と
同
額

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

▽
冢
亭
援
助

サ
ー
ビ
ス
・・・
冢
事
一
般
、
話
相

手
な
ど

▽
介
護
援
助
サ
ー
ビ

ス
ー
;介
護
の
補
助
、
外
出
の
付

添
い
な
ど

時
間

午
前
5
時
～
午
後
1
0時
の

都
合
の
よ
い
時
間

預
託
制
度

協
力
会
鯒
と
し
て
の

活
勳
時
間
を
、
将
来
自
分
や
家

族
の
た
め
に
利
用
で
き
る
よ
う

労
力
(
時
間
)
預
託
制
度
を
設

け
ま
す

補
傭
制
度

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス

提
僵
が
で
き
る
よ
う
、
公
社
の

負
担
で
傷
害
・
棡
害
賠
儻
保
険

に
加
入
し
ま
す

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、2
月

～
3
月
の
間
に
朷
歩
的
な
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

対
象

モ
デ
ル
地
区
内
に
在
住
の

1
8歳
以
上
の
健
康
な
方

申
込
方
法

電
話
お
よ
び
窓
囗

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
高

齢
化
杠
会
対
策
室

昔
8
8
2
-
1
1
1
㈹

モデル地区 ( 霍黔晶?昌1j 縁・都県゛` )

平
成
2
年
度

保
育
園
入
園
児
を
募
集

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
平
成
2

年
4
月
に
、
保
育
園
に
入
園
を
希

望
す
る
児
童
の
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

対
象

保
護
者
が
働
い
て
い
た

り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保
育

が
困
難
な
方

申
込
に
必
要
な
も
の

平
成
元
年

度
分
特
別
区
民
税
額
が
わ
か
る

も
の
(
納
税
通
知
S

、
特
別
徼

収
税
額
通
知
S
ま
た
は
課
税
証

明
S
)
、
印
か
ん

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方
は
、

昭
和
6
3年
分
の
確
定
申
告
の
控
が

必
要
で
す
。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の

平
或

元
年
分
の
所
寿
税
額
が
わ
か
る

も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
厦

定
申
告
の

控
)
を
平
成

2
年
1
月
以

降
に
提
出

申
込
期
陂
1
2
　

月
1
5日

※
申
込
書
は
、

各
橸
祉
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

先

あ
な
た

の
住
所
地
を

管
砲
す
る
福

祉
亊
務
所

(別
表
)

・
延
長
保
育
の

実
施保

護
者
が
動

務
時
閧
(
通
動
時
閧
も
含
む
)
な
ど

の
都
合
に
よ
り
、常
時
午
後
6

時

～
7

時
の
関
、
保
育
す
る
人
が
い

な
い
1
歳
6
ヵ
月
以
上
の
児
童
の

延
長
保
育
を
行
つ
て
い
ま
す

。

実
施
保
育
菌

▽
千
住
あ
ず
ま
保

渮
園

▽
大
谷
田
第
一
保
育
園

▽
す
わ
ぎ
保
育
園

▽
竹
の
塚

保
育
園

く
わ
し
く
は
、申
し
込
み
の
際
、

担
当
職
貝
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

し

便

利

な

口
座
振
替
で

保
育
料
の

納

入

に

つ

い

て

月
々
の
保
育
料
納
入
に
つ
い
て

は

、
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
利
用

で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、本
庁
舎
・
福
祉
部

経
理
係
(
B
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)
へ

。

入園希望のみなさん、おまちしてます

平成2 年度

成
人
部
新
規
通
所
者
募
集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
身
障
害
橸
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
2
年
4
月
か
ら
の
成
人
部
通

所
訓
練
事
業
の
通
所
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
1
5
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由

の
方
(
知
的
遅
れ
が
伴
う
場
合

は
中
軽
度
ま
で
の
方
)

内
容

自
立
生
活
実
現
を
目
的
と

し
た
学
習
、
俘
業
に
よ
る
指
導

と
訓
鑠

募
集
人
員
9

人

募
集
期
間
1
2
月
5
日
～
平
成
2
　

年
1
月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
名
福

祉
セ
ン
タ
ー
相
談
係

豐
8
8
3
6

平

成
2

年

度

梅
島
生
活
実
習
所

入
所
者
を
募
集

皸
慶
の
障
害
を
持
つ
方
の
通
所

施
設
「
梅
島
生
活
実
習
所
」
の
平

成
2
年
度
入
所
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
s
若
干
名

募
集
期
間
1
2
月
5
日
～
1
6
日

入
所
時
期

平
成
2
年
4
月
以
降

申
込
鳩
所

最
寄
り
の
福
祉
事
務

所
窓
囗

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所
ま
た

は
梅
島
生
活
実
習
所

雲
8
4
9
1
3
7
9

各福祉事務所 住所および 問合せ先

梅島生活実 習所 作業 風景

みんなの健康 足 立 保 健 所855- 4151千 住 保 健 所0888- 4277

江 北 保 健 相 談 所**896- 4004111
和 保 相 談 所**606- 4171　
央 本町

瞿
健 相岐所**880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
2
)

水
平
社
の
創
立
は
、
長
い
間

差
別
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
人

ぴ
と
に
力
と
勇
気
を
与
え
、
自

主
解
放
の
旗
の
も
と
、
各
地
で

ぞ
く
ぞ
く
と
水
平
社
の
支
部
が

結
改
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
大
会
の
1
年
あ
ま
り
の

間
に
、
亰
都
以
下
3
盻
2
1県
で
3
0
0

余
の
水
平
扛
が
で
き
、
大
正
1
3

年
に
は
9
余
に
、
そ
し
て
翌
1
4

年
に
は
、
全
国
で
7
0
0余
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

水
平
運
勳
が
、
部
落
解
放
の

た
め
に
と
っ
た
戦
術
の
第
一
は

大
会
の
决
議
に
あ
る
よ
う
に

、

差
別
的
言
勳
に
対
す
る
「
徹
底

的
糾
弾

」
で
し
た

。

水
平
社
が
糾
弾
し
た
差
別
事

件
は

、
大
正
1
1‥年
だ
け
で
6
0
件

を
超
え

、
翌
1
2年
に
は
全
国
で

千
Ⅲ
余
件
に
な
り
ま
し
た
。

糾
弾
闘
争
は

、
朷
め
は
主
と

し
て
個
人
に
向
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
大
正
末
期
に
な
る
と

官
庁
、
蕈
隊
、警
察
ほ
か
、公
的

機
関
や
代
表
者
に
向
け
て
吁
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

。

蕈
隊
に
お
け
る

、
差
別
の
糾

弾
の
一
つ
の
例
と
し
て

、
福
岡

連
球
の
差
別
事
件
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

大
正
1
5年
、
福
岡
の
歩
兵
連

隊
内
で
差
別
亊
件
が
起
き
、
水

平
社
で
は
、
連
隊
本
部
を
糾
弾

す
る
な
か
で
、
連
隊
か
ら
差
別

を
な
く
す
る
た
め
の
講
演
会
を

開
く
こ
と
を
要
求
。
連
隊
側
も

一
旦
は
、
そ
の
約
東
を
し
な
が

ら
、
実
際
に
は
約
束
を
取
り
消

し
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て

水
平
社
は
、
福
岡
連
隊
へ
の
入

隊
拒
否
や
差
別
を
や
め
さ
せ
る

た
め
の
醫
名
運
勳
な
ど
を
広
く

展
閧
し
ま
し
た
。

○
同
和
問
髦
に
閲
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
朮
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

掲
示
板

・

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
2
年

度
第
1
学
期
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
a
全
科
履
修
生
・
・
・
7
　

千
人
、選
科
履
修
生
・
科
目
　

履
修
生
・
特
修
生
・
・
・
1
万
人

出
願
受
付
1
2
月
1
5
日
～
2
月
　

1
5日

く
ゎ
し
く
は
、
放
送
大
学
本

部
(
〒
2
6
0
千
葉
市
若
葉
2
-
1
1

昔
0
4
7
2
7
6
5
1
1
1
)

へ

。

亜
私
立
高
等
学
校
等
特
別
奨
学

金
受
紿
者
の
追
加
申
請
受
付
　

今
年
度
の
私
立
高
等
学
校
等

特
別
奨
学
金
の
申
請
受
付
は

、9

月
3
0日
で
締
め
切
り
ま
し
た

が
、
特
別
の
事
憤
で
範
め
切
り

に
閧
に
合
わ
な
か
っ
た
方
に
対

し
追
加
甲
請
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す

。

申
請
曰
程

平
成
2
年
1
月
1
7
　

・
1
8日

申
請
場
所

都
庁
第
二
庁
舎
―

階
対
象

私
立
の
高
校
(
全
日
制
)
　

盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
高

等
邵
・
高
専
(
I
～
3
年
生
)
　

お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

の
在
学
生
の
保
護
者

く
わ
し
く
は
、
総
務
局
学
亭

部
学
亊
第
1
課
(
登
2
1
2
5
1
1
1
)

へ
。

・
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
幼
児

・
児
童
募
集

幼
稚
部
。
小
学
部
平
成
2
年

度
の
視
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児

・
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

▽
幼
稚
部
、
年
少

組
…
5
人

年
長
組
…
若
干

名

▽
小
学
部
、
第
1
学
年

盲
学
級
・・・
7
人

弱
視
学
級

…
7
人

各
学
年
盲
学
級
編

入
・・・
若
干
名

弱
視
学
級
編

入
…
若
干
名

出
願
期
間
1
2

月
1
2日
～
2
0日

入
学
選
考

平
成
2
年
1
月
2
6
　

日
(
金
)

く
わ
し
く
は
、
筑
波
大
学
附

属
盲
学
校
(
昔
鈿
5
4
2
1
)

へ
。

・
1
2月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
跼
税
第
3
期
の
納
期
で
す
　
4

月
に
送
付
し
た
納
付
s
で

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
都

税
事
務
所
で

、1
2月
2
7日
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
税
事
務
所
は
年
末

年
始
(
1
2
月
2
9日
I
平
成
2
年
1

月
3
日
)
は
、
休
み
で
す
。

休
み
中
の
申
告
s

、
申
請
s
の

受
付
は
、「
申
告
s
受
付
箱
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

瑟
2
1
1

・

グ
リ
ー
ン
ー
フ
レ
ン
ド
会
員

募
集

内
容

お
底
拝
見
、
公
園
散
策

季
節
の
花
探
訪
、
み
ど
り
の

教
室
な
ど

費
用

年
額
千
2
0
0円

申
込
・
問
合
せ
先
砌
柬
京
都
　

公
園
協
会
s
s
1
8
3
7

・

危
険
初
取
扱
者
試
験
案
内

曰
程

▽
乙
種
第
4
類
・
:
1
2月

1
0・
1
9日

▽
丙
種
・
:
1
2月

1
1日

問
合
せ
先

中
央
試
験
セ
ン
タ

1

き
4
6
0
7
7
9
8

・

短
期
技
能
睛
習
会
1
社
会
保

険
の
実
務
一

日
時

平
成
2
年
1
月
1
1日
～

2
3日
、
午
後
6

時
～
午
後
8
　

時
3
0分

対
象

社
会
保
険
事
務
に
携
わ

ろ
う
と
す
る
方
(

在
職
者
)

内
容

社
会
保
険
制
度
の
概
要

と
、
企
業
に
お
け
る
社
会
保

険
手
続
処
理
方
法
に
つ
い
て

定
員
2
0

人
(
先
着
順
)

授
業
料

千
円

申
込
方
法

直
接
窓
囗
へ

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
王
子

高
等
職
業
技
術
専
門
校

さ
9
1
2
3
5
7
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
I
S
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
積
先・
:広
報
課

=
催
し
物
=

う
{
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
　

1
2
月
1
4
日
(
木
)
、午
後
6
時

～
8
時
/
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
/
先

着
1
0
名
/
申
込
締
切
り
一
月
1
2
日
/

材
料
費
2
千
5
0
0
円
/
鈴
木

一一
鰰
0
5
1
0

々
心
臟
病
児
の
た
め
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
1
2
月
1
7
日
(
日
)
、午

前
1
1
時
～
午
浚
3
時
/
東
亰
都

杜
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
飯

田
檎
)
/
一
家
族
5
0
0
円
、沺
円

相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
持
参
/
全

国
心
臓
病
の
子
裝
を
守
る
会
東

亰
都
東
部
支
局
政
時

昔
6
5
0
9

=
募
集
=

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

(
ひ
ま
わ
り
)
毎
週
月
曜
日
、

午
後
2
時
～
4
時
/
伊
興
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円
、月
額
3

千
円
/
中
高
年
女
性
/
榊
原

昌
1
1
0
7

☆
(
I
モ
ニ
カ
同
好
会
(
お
た

ま
じ
″
く
し
)
月
2
回
火
曜

日
、午
後
7
時
I
9
時
/
苛
年

セ
ン
タ
ー
/
月
碩
2
千
円
/
初

心
者
歓
迎
/
渡
辺
酋
Ⅲ
4
0

☆
健
康
リ
ズ
ム
体
操
(
コ
ス
モ

ス
)
毎
週
水
瑾
日
午
前
1
0

時
～
H
時
3
0
分
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、月
額
千
緊

円
/
野
囗
登
8
9
9
3
9
3
8

☆
茶
遭
表
千
家
(
玲
風
会
)

月
3
回
金
曜
日
、午
後
1
時
～

3
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
月
額

2
千
5
0
0
円
/
朷
心
者
歓
迎
/
神

沢

き
瞋
3
5
4
9

☆
水
墨
、俳
諞
(
足
立
輿
彩
会
)
　

毎
月
第
1
、3
日
钁
日
、午
前

1
0
時
1
1
2
時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、月
額
2
千
円
/

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
/

木
村

酋
8
4
8
2
3
5
6
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1
2月
9日

は
障
害
者
の
日

や
さ
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
た
い

現
在
、
区
内
に
は
1
万
7
千
人

あ
ま
り
の
障
齊
を
も
っ
た
方
が
生

活
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
高
齡
化
社
会
の

進
行
に
よ
り
年
を
と
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

人

、
脳
血
管
障
書
後
遺
症
や
交
通

事
故
で
陣
害
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
人
も
増
え
て
い
ま
す

。

「
障
害
者
問
題
」
は
ま
す
ま
す

身
近
な
間
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

国
遅
が
呼
び
か
け
全
世
界
で
取

り
組
ん
だ
「
国
際
障
害
者
年
」(別
)

以
降
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

技
術
を
身
に
つ
け
、
第
一
線
で

働
く
人
、
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
障
害

を
も
っ
た
人
を
ま
ち
で
見
か
け
る

機
会
は
、
以
前
に
比
ぺ
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
車
い
す
利
用
者
や
目

の
不
自
由
な
人
が
1
人
で
外
出
す

る
時
に
、
道
路
、
階
段
、
交
通
機

関
な
ど
も
利
用
し
に
く
い
の
が
現

状
で
す
。ほ
か
に
も
、
ま
だ
ま
だ

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
ち
で
困
つ
て
い
る
障
售
者
を

見
か
け
た
と
き
、ひ
と
言
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

潭
害
を
も
つ
人
と
ふ
れ
合
う
こ

と
で
、
悩
み
ご
と
や
ま
だ
改
善
さ

れ
て
い
な
い
問
題
点
を
発
見
す
る

と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の

力
が
大
切
で
す

区
で
は
、
現
在
「
福
祉
総
合
計

圃
」
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
つ
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
も
、
障
害
者
の
雇
用

促
進
や
生
活
環
境
の
整
備
、
各
種

ヘ
ル
パ
ー
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
い
く

う
え
で
、
企
業
を
は
じ
め
区
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

障
害
が
あ
る
方
と
と
も
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
を
俘
る
こ
と
が
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
鹽
娶
な
課

題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
、
住

み
よ
い
社
会
を
作
つ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

Λ
障
害
福
祉
課
▽

作
品
を
募
集
し
ま
す

障

害
者
(
児
)

総
合

作
品

展

区
内
の
湶
害
者
の
方
の
作
品
展

を
、
来
年
2
月
2
2日
か
ら
閧
催
し

豕
す

。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

弄
集
作
品

絵
画

、
書
道
、工
芸
、

手
芸
、
詩
歌
な
ど

募
集
期
限

平
或
2
年
2
月
9
日

怦
品
提
出
2

月
中
旬
(
応
募
者

に
後
日
連
絡
し
ま
す
)

甲
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障

害
福
祉
課
計
謌
調
整
係

S
8
8
2
1
1
1
1
㈹

私
た
ち
の
作
品

を
出
品
し
ま
す

私
た
ち
、
視
力
障
害
者
福
祉
協

会
婦
人
部
で
は

、
毎
月
1
回
生
花

教
室
を
閧
い
て
い
ま
す
。

目
が
不
自
由
で
何
か
と
苦
労
が

あ
り
ま
す
が
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
2
8
年
閧
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
下
川
咲
子
先
生
を
中
心
に

、
楽

し
く
学
ん
で
い
ま
す

。

今
度
の
作
品
展
で

、
私
た
ち
の

作
品
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い

。

先生の指導にも熱が入ります

情 報 コ ー ナ ー

第39回　区民駅伝大 会
新年の朷 頭を飾り、 冬季体育振 興策

の一環とし て、区内陸 上競技 の普及と
区民 の基硬 体力向上を図 るため区 民駅
伝大会を実施し ます。
皆さん、奮 つてご 参加ください。

日 眄1 月28 日( 日) 、午前80*30 分ま
でに集合、受 付( 小 雨小雪決 行)

コース荒川河川敷右庠( 千庄新懦～

扇大橋間)
集合場所 ・荒川千住新僑緑地( 千住大
川町地先)
参加資格 区内在住、在勦、在学で中
学生以上の方

チーム● 成・距離 下表のとおり
申込方法 体育課にある所定の用紙に
必要事項を記入し、直接窓口または

郵送
申込期限12 月20　
日必柵

申込・問合せ先
本庁舎・体育振
興係 〒120千
住1- 4 ―18　c882

―1111㈹
● 女子高校・ 設の 籘のチー ムは 、中 学生は含まない。

● 男子 黻の部のチームは、高 很・学生は含S ない。
● 中字男子は1 咬3 チーXj ・中学 女子は1 很2 チー£』・ でと 蕚る。

健 康 教 室

肥満を解消して糖尿病を予防 しましょう
邏勳不足や食生活の変化で肥満や、
糖尿病が増加しています。
健康に自信のある方もない方も、気
楽に参加してください。
曰程・内容下表のとおり( 3日制)
時間午前9時30分～午後12時30分　　
(全回)

鳩所 足立保健所
対象 区内在住の方
定員30 人
費用 無料
申込方法 電話
申込・問合せ先 足立保健所

0855 ―4151

あ なたの相 談室 問合せ先 足立区役所本ほ舎( 干住) 1 階区民相談室
住 所 干住1- 4- 18 酋882- 1111 ㈹

困つたことや心配なことがありましたら、気軽にご利用く ださい( 無料・秘密巖守)

あいネット クイズ

葛飾北斎展へご招待

【問 題】北 斎の代表作 「富盥= 十六 景」
の中に足立は 何点描 かれているでし ょ
う。 次の' ( AXBXC)からお 選ぴください 。
㈲1 点( B) 2 点( C) 3 点

今年10月にスタートした地域燐報ネ
ットワークヽ` あいネット21。区や公社
の事業案 内など 約600 画 面の 情報を 提
供。 加入者以 外の方も 、本庁舎( 1 階
ロビ ー、5 階広報 課) 、中 央本町庁 舎口

ビ ー、公社施 設等で見る ことがで きま
す。ぜ ひ一一度ご 覧ください。
今回、 この あ゙い ネ ット21 のPR

を兼ね 「あ いネ ット クイズ」 第2 弾を
実施。正 解者の中 から 抽選で100 人に平
臑2 年1 月3 日から 東急本店で 閧催さ
れるr 葛飾北斎展 」(主催葛飾北 斎美術
館〉の入場券をプ レゼントし ます。

北斎は、自ら画狂人と号し、浮世絵
の世界に強烈な個性を発揮した不賊の
芸術家。足立の風景も彼の代表作の1
つF 冨嶽三十六景」の中に3 点描かれ
ています。北斎も足立にたびたび足を
邇んだことでしょう。
応募資格 区内在住・在動の方
応募方法 ハガキに住所。氏名、電話
番号、クイズの答えを明紀( あだち
広報の感想もお書きください)
応募期限12 月15日消印有効
※ 発表は招待劵の発送をもって代えま
す。
応募・問合せ先 本庁舎・広報係 〒
120千f主1- 4- 180882 ―l l l Kt t )

一般利用のご案内

塩原林間学園
ク ラブの合宿 、家族 旅行、レジ ャ

ー、 保養の珊 とし て、塩原 林間学園
をご 利用ください 。
利用期間平成2年1月6日～3月　
31 日

対象 区 内在住 ・在勦の方を 主とし
た2 人以 上のク ルーブ 〔未成年者
たけ の利用はでき ません 〕

施殷 使用 料金 【>大 人・・・1300 円
[ > 子ども・・・6{ xj円( 3 纜以下無 料)
食事料 金c> 大 人・・・1, 700円a 子
ども・・・800円[ > 昼 食… 500 円( 昼
食は希望者 のみ)

申 込 方法12 月n 日 から 電 話 予約
( ただし利用 する5 日前まで)

申込 ・間合せ先 本庁舎 ・校外学園
係882 ―1111 ㈹

12月～2月

プラネタリウム
一般投映

日時[ > 毎月第1 ・3 ・5 土罐日・・・
午後1 時 、2r30 分、4 時( 3 回)
D 毎週 木曜日… 午 後7 時 〔1 回〕

※ ただし。12 月28日 と1 月4 日は休
み になり ます。

場所 教青 センタ ー
題名F 冬の星 空と流 れ星 」
内容 冬の星座 解説と酸 れ星 のお話
(オリ オン座、お おい ぬ摩、こい
ぬ摩、 ふたご座 等)

定員172 人( 各回 先番順)
輿用[ >15 歳以 下・・・無料 じ>16蔵 以
上‥・1圍円

岡 合せ先 教 育センタ ー
霤850- 8801

冬 花 展 示 会
区内の花き晨銀が促成栽培により晩
秋から朷冬に咲く、フリージア、ユリ
等の花を展示します。

ぜひ、おいでください。
曰時12月20日、午後1時～5時、12　
月21日・22日、午前9時～午後5時
場所 中央本町庁舎1 階( ロビー)
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

0880 ―5119

YS250, 000


